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20 2 6 年度第 2 四半期決算説明会 
 

概要 

 

  日時      ： 202 6 年 10 月 30 日（ 金） 1 5 ： 30 ～1 6 ： 30     

スピーカー：株式会社 WOWOW  代表取締役 社長執行役員   山本 均   （以下、山本）  

取締役 専務執行役員  尾上 純一 （以下、尾上）  

常務執行役員  口垣内徹（以下、 口垣内）  

常務執行役員   鈴木 聡  （以下、 鈴木）  

 

 

内容 

司会： 本日はお忙しい中、ＷＯＷＯＷ 202 6 年度第 2 四半期決算説明会にご参加いただき、誠にあ

りがとうございます。  

本日はこちらの会場に加え、オンラインでも配信しております。説明会の内容と質疑応答に関しま

しては、記録用として録音、録画されておりますことをご承知おきください。  

また外部機関および弊社コーポレートサイトに、全文書き起こしを掲載します。  

あらかじめご了承ください。最後に質疑応答の時間を設けております。  

会場、配信、どちらからでもご質問いただけます。  

それでは本日の出席者をご案内させていただきます。  

代表取締役社長執行役員 山本均、取締役専務執行役員  尾上純一、 常務執行役員 口垣内徹、 常

務執行役員 鈴木聡。  

それでは初めに、 202 6 年度第 2 四半期決算ハイライトをご説明いたします。  

山本社長、お願いいたします。  

 



 

2  

 

 

山本： 代表取締役社長執行役員の山本でございます。  

本日は決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。  

それでは 2026 年度第 2 四半期のハイライトについてご説明させていただきます。  

スライド 3 ページ、収支のハイライトです。売上高は事業収入の増加による売上の増加がございま

したが、会員収入の減少により減収となりました。  

経常利益は番組費の減少やその他費用の削減がございましたが、売上高の減少をカバーできず、減

益となっております。  
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スライド 4 ページ、加入のハイライトです。  

2026 年度第 2 四半期の正味加入件数はマイナス 8 万 3 千件となりました。  

音楽やスポーツコンテンツなどが好評を得たことで、加入獲得につながりましたが、目的番組終了

などによる解約により正味加入件数はマイナスとなっております。  

その結果、累計正味加入件数は 208 万 4 千件となっております。  

 

 

 

 

 

 



 

4  

 

 

スライド 5 ページ、 NTT ドコモとの資本業務提携についてです。  

当社は 6 月 15 日に株式会社 NTT ドコモとの資本業務提携契約を締結いたしました。  

中期経営計画の重点戦略である新たな配信サービスの開始に向け、 2026 年 10 月 1 日付で株式会

社 NTT ドコモとの合弁会社である株式会社ＷＯＷＯＷ  Lemino を設立いたしました。  

そして、同日付で Lemino 事業を承継のうえ、運営を開始いたしました。  

また、両者の関係をより強固なものとするために、 NTT ドコモに当社の株式の 2.8% を保有いただ

き、当社の第 6 位株主になっていただきました。  

なお、ＷＯＷＯＷ  Lemino が第 3 四半期より当社の連結子会社となったことに伴い、中期経営計

画における数値目標を改めて作成し、本日公表をいたしました。  

詳細につきましては後ほどご説明いたします。  

続いて決算の詳細について、経営戦略、経営管理統括の尾上よりご説明いたします。  
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尾上： 経営戦略、経営管理統括の尾上です。 IR も担当しております。まず、スライド 7 ページ、

連結の収支状況です。  

売上高は 356 億 7 百万円、事業収入が増加いたしましたが、会員収入の減少により 19 億 58 百万

円の減収となりました。  

経常利益は 19 億 55 百万円、事業収入の増加、番組費の減少やその他費用の削減、為替差益の増

加などがありましたが、会員収入の減少により 1 億 86 百万円の減益となっております。  

中間純利益は 9 億 79 百万円、減損損失 2 億 93 百万円を含む特別損失を計上し、 4 億 67 百万円

の減益となりました。  

減損損失は、連結子会社のＷＯＷＯＷコミュニケーションズが 2024 年度に買収した cinra 社が、

買収時に想定した利益水準を下回ったことにより、のれんおよび無形固定資産を減損したことによ

るものです。なお同社は、ＷＯＷＯＷコミュニケーションズグループのリソースを活用することな

どにより、収益改善に取り組んでおります。  
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スライド 8 ページ、売上高構成比の推移です。  

当社は事業の多層化を推進することで事業構造の変革を目指しておりますが、会員収入とそれ以外

の事業収入の構成比についてご説明いたします。  

ご覧のとおり、事業収入は前年度まで増加を続けており、売上に占める割合も 3 割程度まで上昇し

ております。  

2026 年度第 2 四半期においても、会員収入の減少により、前年同期に比べ売上高は減少しており

ますが、事業収入は 7 億 20 百万円増加しており、事業収入の割合も 3.4 ポイント増の 28.7% と

なっております。  
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スライド 9 ページ、連結経常利益の差異要因です。左側部分がＷＯＷＯＷ単体の増減要因、右側が

連結および営業外収支の増減要因となっております。  

まず、単体の増減要因です。増加要因として、事業収支は事業収入の増加により 6 億 66 百万円の

増益となっております。  

費用の減少要因として、番組費は 11 億 97 百万円の減少。プラットフォーム事業者へ払う手数料

であるプラットフォーム月額手数料は、加入件数の減少などにより 2 億 31 百万円の減少。  

広告宣伝費は効率的な費用投下により 1 億 51 百万円の減少。その他費用が 4 億 18 百万円減少し

ております。  

そして会員収入の減収 26 億 79 百万円が減少要因となります。  

次に、連結・営業外収支の増減要因です。  

メディア・コンテンツセグメントは、ＷＯＷＯＷプラス社の増益により 10 百万円の増益。  

テレマーケティングセグメントは、ＷＯＷＯＷコミュニケーションズの売上減などにより減益とな

りました。  

連結調整では 1 億 17 百万円の減益、営業外収支で為替差益が 2 億 66 百万円増加、その他収支は

87 百万円の減益となっております。  

以上の結果、 1 億 86 百万円の減益となりました。  
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スライド 10 ページ、メディア・コンテンツセグメントの状況です。  

売上高は事業収入が増加しましたが、会員収入の減少をカバーできず、 17 億 80 百万円の減収と

なりました。  

営業利益も会員収入の減少などにより 97 百万円の減益となっております。  
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スライド 11 ページ、ＷＯＷＯＷ単体の売上高の内訳です。  

売上高は 290 億 33 百万円と 15 億 23 百万円の減収となっていますが、その内訳となります。  

会員収入は 253 億 91 百万円と、会員の減少により 26 億 79 百万円の減収。  

一方、事業収入は 36 億 41 百万円と、 11 億 56 百万円の増収となりました。  

映画・イベント・ EC 事業は 9 億 72 百万円、 3 億 99 百万円の増収。  

映画『ゴールデンカムイ  網走監獄襲撃編』などの映画事業やイベント事業の拡大、また EC 事業

においても、昨年 10 月にＷＯＷＯＷ百貨店としてリニューアルし、着実に売上が伸びておりま

す。  

広告・ライツ事業は 16 億 99 百万円。  

音楽、スポーツ、オリジナルコンテンツの番組販売が好調で、 7 億 79 百万円の増収となっており

ます。  

その他事業は 9 億 70 百万円、 22 百万円の減収。プロダクション事業は堅調に推移しましたがそ

の他の事業が減少しました。  
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スライド 12 ページ、テレマーケティングセグメントの状況です。ＷＯＷＯＷコミュニケーション

ズグループの事業となります。  

売上高は cinra 社の決算期の変更による増収要因がございましたが、ＷＯＷＯＷコミュニケーショ

ンズ単体の売上減少などにより 2 億 62 百万円の減収となりました。営業利益は売上高の減少によ

り 2 億 64 百万円の減益となっております。  
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スライド 13 ページ、加入状況です。  

正味加入件数はマイナス 8 万 3 千件で、前年同期に比べ 2 万 2 千件の減少となりました。

SUMMER SONIC 2026 や King Gnu などの音楽コンテンツ、サッカーやテニスなどのスポーツ

コンテンツが好評を得たことで新規加入獲得につながりました。  

一方で、サッカーコンテンツ等の目的番組の終了による解約により、正味加入件数はマイナスとな

っております。  

結果、累計正味加入件数は 208 万 4 千件、前年同期に比べ 21 万 5 千件の減少となりました。  

また、サッカーチャンピオンズリーグ、ヨーロッパリーグのシーズンパスを今シーズンもＷＯＷＯ

Ｗオンデマンドの PPV で販売しております。  

こちらの数値には含まれておりませんが、前年同期と比べて販売数は増加をしております。  
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スライド 14 ページ、番組費の推移となります。  

音楽コンテンツやメジャー映画の放送配信を強化しましたが、前年同期には LPGA 女子ゴルフツア

ーなどの放送配信があったことなどにより、番組費は前年同期比で 11 億 97 百万円減少しており

ます。  

私からの説明は以上となります。  
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司会： 続きまして、中期経営計画について、および 2026 年度業績見通しについて山本よりご説明

いたします。  

 

山本： スライド 16 ページとなります。  

改めて、昨年 5 月に公表した中期経営計画において当社が目指す世界観についてご説明いたしま

す。  

パーパスに掲げる「夢中で生きる大人を増やす」の実現に向け、会員ビジネスの拡大を目指してま

いりました。  

その重点施策の一つである新たな配信サービスについて、先ほどご説明のとおり、 2026 年 10 月

1 日付で NTT ドコモの映像配信サービス Lemino 事業を承継し、新会社を通じて NTT ドコモとの

共同事業を開始いたしました。  
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スライド 17 ページです。新会社についてご説明いたします。  

Lemino 事業の承継に当たり、その運営を担う事業会社として、同じく 2026 年 10 月 1 日付で株

式会社ＷＯＷＯＷ  Lemino を設立いたしました。  

ご覧のとおり、出資比率はＷＯＷＯＷが 51% 、 NTT ドコモが 49% となっております。  

また、同社は 2026 年度第 3 四半期より当社の連結子会社となっております。  
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スライド 18 ページです。  

ＷＯＷＯＷ  Lemino が当社グループに加わったことによる今後の加入目標についてご説明いたし

ます。既存の放送およびＷＯＷＯＷオンデマンドは放送市場の縮小に伴い、一定程度の加入数減少

を見込んでおります。  

一方で、新たな配信サービスである Lemino の成長を加速させることで、グループ全体として会員

基盤の拡大を目指してまいります。  

本日リリースでも公表いたしましたが、 Lemino の有料会員数は 300 万件を突破いたしました。  

ＷＯＷＯＷ単体での 10 月の加入件数は非公表としておりますが、 9 月末の加入件数は 208 万件と

なっており、グループ全体では 約 500 万件の累計正味加入件数の規模となります。  

今後、 Lemino をさらに成長させることで、現中計の最終年度となる 2029 年度末には、ＷＯＷＯ

Ｗグループ全体で 660 万件の累計正味加入件数を目指してまいります。  

さらに、会員の拡大にとどまらず、コンテンツを軸にした、見るだけにとどまらない多層サービス

について、 NTT ドコモのベニューやアセットなどを活用して進めてまいります。  

なお、 Lemino 事業の取り組みにつきましては、この後ＷＯＷＯＷ  Lemino 代表取締役社長である

鈴木よりご説明をいたします。  
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スライド 19 ページ、中期経営計画の数値目標についてご説明いたします。  

Lemino 事業の承継に伴い、連結売上高は昨年度の 771 億円に対し、本年度は 822 億円を見込ん

でおります。  

今後 Lemino 事業をさらに拡大していくことで、 2028 年度には 1,000 億円を突破し、最終年度

である 2029 年度には 1,080 億円までの成長を目指してまいります。  

一方で、営業利益につきましては、本年度および来年度はＷＯＷＯＷ  Lemino の事業拡大に向け

て、コンテンツやマーケティング強化に伴う費用投下により赤字となる見通しでございます。  

その後の事業成長に伴い、 2028 年度に黒字化し、最終年度となる 2029 年度には 60 億円、さら

にその先の持続的な利益成長を目指してまいります。  
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スライド 21 ページ、 2026 年度業績見通しについてです。  

売上高は第 3 四半期より Lemino 事業を承継したこと等により、 822 億円を見込んでおります。  

一方で利益は、既存事業についておおむね当初計画どおり進捗しておりますが、先ほど申し上げま

したとおり、ＷＯＷＯＷ  Lemino 事業の拡大に向けてコンテンツやマーケティングなどへ積極的

に費用投下を行います。  

その結果、期首の計画と比べ大幅な減益を見込んでおります。  

営業利益はマイナス 52 億円、経常利益はマイナス 43 億円、当期純利益はマイナス 25 億円を見

込んでおります。  
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スライド 22 ページ、 2026 年度の加入計画です。  

こちらも第 3 四半期より Lemino の承継およびＷＯＷＯＷの加入計画を見直したことにより、正味

加入件数は 333 万 3 千件、累計正味加入件数は 550 万件を見込んでおります。  
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スライド 23 ページ、 2026 年度配当計画です。  

1 株当たりの配当は 30 円を計画しております。株主還元の強化につきましては、当社もその重要

性を認識しており、当期純利益赤字を想定している状況下におきましても、継続して安定的な配当

を行う方針を維持することといたしました。私からは以上でございます。  
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司会：続きまして、株式会社ＷＯＷＯＷ  Lemino について鈴木よりご説明いたします。  

 

 

鈴木： DX メディア統括および株式会社ＷＯＷＯＷ  Lemino 代表取締役社長を務めております鈴木

でございます。よろしくお願いいたします。  

スライド 25 ページ、ここから Lemino に関しまして簡単にご説明させていただきます。  

Lemino は Let me know. を由来としたサービス名称となっております。  

まだ出会ったことのない作品とお客さまをつなぎ、日々の中で新たな好きと出会う体験をお届けす

ること、を目指しております。  

そしてこのたびの共同事業化により、国内最大級のメディアプラットフォームを目指してまいりま

す。  
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スライド 26 ページ、 Lemino 事業のバリューチェーンでございます。  

まず、ＷＯＷＯＷ  Lemino は、ＷＯＷＯＷにコンテンツの制作、調達を委託いたします。  

ＷＯＷＯＷはこれまでの知見やノウハウを生かしましてコンテンツを制作、調達、そして Lemino

に供給いたします。  

ＷＯＷＯＷ  Lemino はサービス全体の企画、運営を担い、お客さまにどのような価値を提供して

いくのかという観点から、 UX の改善やマーケティング施策全体を含めた Lemino の戦略を担いま

す。  

一方、 NTT ドコモはドコモ  MAX の利用者を始めとする強固な顧客基盤を生かした販売、マーケ

ティングを展開してまいります。  

このように両社の強みを生かし、ＷＯＷＯＷ  Lemino を中心としたバリューチェーンを構築して

いきたいと考えております。  
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スライド 27 ページ、ドコモアセットの連携についてのご説明です。  

Lemino は、ドコモのモバイル料金プランの中で最も上位プランでありますドコモ  MAX に連携し

ております。このドコモ  MAX という強力な販売チャネルに加えまして、 d ポイントを中心とした

約 1 億 1,000 万人の会員基盤を生かし、マーケティングしていきます。  

さらに、全国約 2,000 店舗のドコモショップというリアルな接点を活用し、 Lemino の魅力を多く

のお客さまにお届けしていきたいと考えております。  

こうした NTT ドコモのアセットと連携しまして、 Lemino の利用拡大、事業成長を目指してまい

ります。  
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スライド 28 ページ、コンテンツのご説明です。  

10 月 1 日の共同事業開始以来、ＷＯＷＯＷが誇る人気コンテンツを Lemino へ順次投入しており

ます。  

サッカー、テニス、ラグビーなどのスポーツコンテンツを始め、オリジナルドラマや音楽コンテン

ツの配信も開始しております。多くのお客さまに好評いただいている状況でございます。  

中でもチャンピオンズリーグはランキングで上位に来るなど、非常に良い反応をいただいており、

手応えを感じているところでございます。  

今後も音楽、スポーツ、国内ドラマを中心としてコンテンツを投入し、より魅力的なラインナップ

をお届けしていきたいと考えております。  

具体的なコンテンツラインナップに関しましては、この後口垣内よりご説明させていただきます。

私からのご説明は以上となります。  
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口垣内： コンテンツクリエイティブ統括の口垣内と申します。株式会社ＷＯＷＯＷ  Lemino でも

コンテンツを担当させていただいております。  

それではまず、ＷＯＷＯＷと Lemino で楽しめるコンテンツを一部ご紹介したいと思っておりま

す。  

まず音楽の生中継が充実しております。まずは今大規模なワールドツアー、そして日本ツアーを敢

行中の Stray Kids をお届けいたします。チケット完売のライブですけども、追加公演で決まった

東京ドームの 2 日目ということで、 11 月 7 日に生中継させていただきます。ＷＯＷＯＷと

Lemino でご覧いただけます。  

続いて、 LDH JAPAN が 6 年に 1 度開催する LDH PERFECT YEAR という展開をされている中で

の最後のお祭りとなります LDH LIVE -EXPO 2026 をＷＯＷＯＷと Lemino で生中継いたしま

す。こちらに関しては、会場は NTT ドコモが運営される MUFG スタジアムでのイベントという形

で、この辺も今後どんどんＷＯＷＯＷと NTT ドコモで連携していければなと思っております。  

そして、これまでＷＯＷＯＷでも放送・配信をしてきた矢沢永吉の日本武道館でのライブです。先

ほど映像にもありましたけども、今年は自身初となる、キャリア初となる 360 度ステージでの矢

沢永吉のお姿を見ていただける形になっております。ぜひ 12 月 3 日の生中継をご覧いただければ

と思います。  
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そしてドラマ W に関しても、どんどん Lemino でも見ていただける環境を作っております。注目

は 12 月、高橋文哉さんと田中泯さんダブル主演でお届けする連続ドラマ W 「告解」で、こちらも

Lemino でご覧いただけるということになっております。明日から始まるマイ・スイート・ホーム

というドラマであったり、ＷＯＷＯＷが誇る、これまで作ってきたそしてこれからも作っていくド

ラマに関しても、 Lemino でも積極的に見ていただけるような展開を準備しております。  
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続きまして、こちらのラインナップに関しては Lemino でしか見られないコンテンツになっており

ます。  

11 月 28 日には、今年 4 月に行った BTS の約 7 年ぶりの来日公演となる  

東京ドーム公演を独占配信いたします。会場中央に設置された 360 度型のステージを、  

メンバー 7 人が縦横無尽に駆け巡る圧巻のパフォーマンスとなっております。あわせて、 4 月 18

日公演の裏側を追ったビハインド映像完全版も Lemino にて独占配信いたします。  

また、既に配信が始まっておりますけども、 THE OPEN CALL というドキュメンタリーになって

おります。こちらは山田孝之さんが中心となって役者を育てていき、映画に最終的に出演するキャ

ストを選ぶというオーディションドキュメンタリーとなっております。  

恋愛リアリティショーなどいろいろありますけども、新しい硬派なリアリティ番組と思っていただ

ければと思います。ゲストパートナーとしても赤西仁、柴咲コウ、二宮和也といった大人気俳優も

ゲストで参加され、この作品の中で活躍いただいている本作、ぜひお楽しみいただければと思いま

す。  

その他にも 11 月 26 日のダブル世界タイトルマッチの配信や、 LAPONE 所属のアーティストで

KO1KEYZ というグループの初冠番組も Lemino で配信中となっております。  

ぜひこちらの Lemino オリジナルコンテンツにもご注目いただければと思います。  
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続きまして、ゴールデンカムイの新作になります。  

こちらはドラマ版の放送という形で、 2027 年 1 月 24 日からＷＯＷＯＷにて放送・配信となりま

す。  

これまでに映画ゴールデンカムイ、そして連続ドラマ W ゴールデンカムイとして、大ヒットを記

録しました。そして今年 3 月 13 日より公開された映画『ゴールデンカムイ  網走監獄襲撃編』も

興行収入 15 億円を突破という形で大ヒットを続けているゴールデンカムイの新作ということにな

ります。こちらも変わらず最高のクオリティでお届けするドラマになっておりますので、ぜひお楽

しみいただければと思います。  
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こちらは 10 月 15 日、昨年グランドオープンして 1 年が経ちましたＷＯＷＯＷ百貨店でございま

す。こちらに出ているおせちですけども、昨年の 12 月に大変好評をいただきまして、ＷＯＷＯＷ

の人気企画でございますので、今年も改めておせちのシリーズを展開してまいります。ぜひお楽し

みいただければと思います。  
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そして、左側のロッキーと右側のターミネーター 2 のシネマコンサートを行います。昨年トップガ

ン  マーヴェリックのシネマコンサートを行い大変好評をいただき、それに続くイベントとして不

朽の名作のシネマコンサートを東京国際フォーラムで開催する予定になっております。  

大スクリーンで放映される映画本編に合わせて名曲の数々をフルオーケストラの生演奏で堪能する

という企画でございます。ぜひこちらもご参加いただければと思います。  

 



 

30  

 

 

 

ＷＯＷＯＷでは引き続き映画の配給事業も進めております。  

まず Creepy Nuts に関しては、既にライブに関しては WOWOW の放送・配信で楽しんでいただ

いていると思いますが、その裏側を含めたドキュメンタリーをしっかり見せた形で、劇場で最高の

音で見ていただくという企画になっております。  

放送・配信だけでは楽しめない、実際の良い音で劇場で楽しんでいただく企画になっております。  

そしてジョン・レノン＆オノ・ヨーコ： One to One は、 IMAX の劇場公開が来年 1 月に控えてお

ります。  

こういう形で放送・配信だけではなくて、新しい体験をＷＯＷＯＷから発信していきたいと引き続

き思っております。  

NTT ドコモとの連携もますます深めてまいりますので、新しい体験を作っていければなと思って

おります。よろしくお願いいたします。以上でございます。  
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質疑応答  

司会 [M] ： それでは、これから質疑応答に移ります。  

質問のある方は、会場ではマイクをお渡しいたします。オンラインでご参加の方は挙手ボタンでお

知らせください。それでは、ご質問をお願いいたします。  

質問者Ａ  [Q] ： ＷＯＷＯＷグループ全体の加入件数 660 万件を目指すとのことですが、こちらの

内訳を教えていただけますでしょうか。  

山本 [A] ： 内訳は開示しておりません が、 放送による加入者 は減少する前提で、それを上回る加入

を Lemino で取ることによって、 500 万件から 660 万件に上っていくということは間違いござい

ません。  

質問者Ａ  [Q] ： ありがとうございます。 あともう一つ、ＷＯＷＯＷ  Lemino の営業を開始して 1

カ月経ちましたが 、営業開始して NTT ドコモと 一緒に組んで良かったと感じる メリット、ここか

ら課題になるなと思っていらっしゃる部分の 2 点をお聞かせください。  

山本 [A] ： 最大のメリットは、ＷＯＷＯＷが独自に 「新たな配信サービス」 を立ち上げた 場合、 ゼ

ロからのスタート になりますが 、 Lemino を承継することで 300 万件の会員数からスタートでき

ること でございます。  

一方、 課題としては、 Lemino という配信事業の 新しいマーケットの中で、 Lemino のお客さまの

データを 分析するうえで 、 当社が放送事業で培ってきた様々なノウハウ やお客さま への向き合い方

をどのように活用 していくかということが これからの課題でもあります。  

 

司会 [M] ： それでは会場で、ほかにご質問のある方は挙手をお願いします。  

 

質問者 B [Q] ： 同じく Lemino に関して、今月末で有料会員が 300 万件を超えたと のこと です

が、この 1 カ月でどれだけ増えたかという数字は公表 いただけるのでしょうか。  

山本 [A] ： 1 カ月単位の数は開示する予定はございません。  

質問者 B [Q] ： ＷＯＷＯＷ  Lemino になってから 大きく 伸びたのでしょうか。  

山本 [A] ： ドコモ  MAX も含めて 様々な要素が複合的に絡んでいると思いますので、 現在データを

分析している状況でございます。われわれも新しいパートナーと して 組んでまだ 1 カ月ですので、
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現在いろんな知見をためている ところ でございます。端的に何によって伸びているかというのは 、

ご容赦いただければと思っております。  

 

司会 [M] ： それではオンラインでの質問を承ります 。  

 

質問者 C [Q] ： ＷＯＷＯＷ  Lemino について 3 点質問いたします。  

まず、 有料衛星放送ＷＯＷＯＷと、またＷＯＷＯＷ  Lemino というダブルブランディングで今後

やっていく 中で、それぞれの強みの違いとターゲット顧客の違いというところを改めて確認させて

ください。  

山本 [A] ： 基本的に放送は、この先加入者が減少していく予測のもと、現状お楽しみいただいてい

るお客さま をどう維持していくかという観点でのマーケティング を行なっていきます 。  

一方、その放送の減少を上回るだけの Lemino で加入の獲得を目指すので、ＷＯＷＯＷと Lemino

のブランドを分けるのではなく、ＷＯＷＯＷと Lemino を融合したブランドで Lemino を伸ばして

いこうという考え方 でございます 。  

質問者 C [Q] ：   

今のご回答に関連する のですが、 2 点目は有料衛星放送とＷＯＷＯＷ  Lemino のカニバリのリスク

について教えてください。 現在の衛星放送の契約者数を維持していきたいという話がありました

が、 WOWOW のコンテンツをどんどんＷＯＷＯＷ  Lemino にも拡充してい くと 、 有料放送の契約

者数の減少が加速するリスクについてどのようにお考えでしょうか。 あるいは、 WOWOW 

Lemino に積極的に会員を増やしてメイン事業にするという戦略も考えられるが、 今後の方針も含

めてご教示いただけますと幸いです。  

山本 [A] ： ある一定のカニバリのリスクはあると考えて いるが、このまま放送の減少が続いていく

中で、主軸を配信の Lemino に移してい きたいという戦略はございます。  

今まで、ＷＯＷＯＷの 月額 2,300 円（ 税抜） が料金が高すぎるということで解約された方が他の

OTT 事業者に流れてしま っていましたが 、 Lemino だと月額 1,400 円（税抜） のサービスとなっ

ているので、より価格の低い Lemino に加入することで 、放送からの離脱者を Lemino で補い、ト

ータルでは Lemino の方を大きく伸ばしていくという 基本戦略を考えております。  

一方で、テレビでＷＯＷＯＷを見たいということを強く思っていらっしゃるお客 さまを 維持したい

という 意味では、放送の加入者を積極的に Lemino に移していこうという 方針は今のところ考えて
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おりません 。  

質問者 C [Q] ： ありがとうございます。最後 に、 動画配信市場の競争環境をどのように見ていらっ

しゃるか、その上で 、 ＷＯＷＯＷ  Lemino のどのような強みを視聴者に訴求して、どのようなポ

ジショニングでこの業界で勝っていけると 考えているか教えてください。  

山本 [A] ： OTT 事業の市場は大変なレッドオーシャン で、 とりわけご存じのようにグローバル企

業が大変強力という認識です 。  

ただ、日本のエンターテインメント業界を 35 年間やってきましたＷＯＷＯＷのコンテンツプロデ

ュース力 や制作力と 、日本で大きなシェアを持ってモバイル事業を展開してい る NTT ドコモの強

力な顧客基盤とアセット を掛け合わさ り 、音楽・スポーツ・ドラマなど日本発のエンターテインメ

ントコンテンツをしっかりお届けしていくという方向性 で、両社のシナジーを発揮できれば十分戦

えるポジションが築ける のではないかなと考えております。以上でございます。  

質問者 C [M ]： ありがとうございま した 。  

 

司会 [M] ： それでは、ほかにご質問のある方は挙手をお願いします。  

 

質問者 D [Q] ： ありがとうございます。 山本社長が就任してから 2 年経ち、 NTT ドコモと組む大

きな決断をされた中で、今後、どういう展開になるのかなと思って拝見しています。  

その中で、どういうところを一番期待されて NTT ドコモと組んだのか確認させてください。  

期待されていることと、その期待に対するアウトプットが増えるスピードがいつ頃になるのか伺い

たいです。また、今回、先行投資によりも PL が悪くなるというお話でしたが、先行投資によりＷ

ＯＷＯＷの本来の強さがどう変わっていくのかというところを、手応えも含めてぜひ山本社長にお

聞きしたいです。よろしくお願いいたします。  

山本 [A] ： ご質問ありがとうございます。ＷＯＷＯＷは BS 有料放送ビジネスで 35 年間やってま

いりました。 35 年間 BS 有料放送で生き残ってきた中で、ＷＯＷＯＷのコンテンツ力、コンテン

ツ制作力も含めてＷＯＷＯＷの 立ち位置、そして世界の一流のエンターテインメント、一流のコン

テンツ、そして一流のオリジナルドラマという、コンテンツの差別化で独自のポジションを築 いて

まいりました 。  

これまで 放送事業の中でのポジションを築いて まいりましたが 、コロナ禍 以降、 OTT 事業が一気

に増えた新しい局面で、 放送だけでは生き残れない 、 われわれ自身も OTT 事業に出ていかないと
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生き残れない 中で、どこ と組むのが良いか検討を重ねたところ 、やはり NTT ドコモが一番われわ

れにとってベストなパートナーではないかと 考えました。  

理由としては、 ドコモ経済圏の中で ベニュー を持ったり、チケットビジネスを始めたり、エンター

テインメントを一つのビジネスの中で大きな武器としていこうという NTT ドコモの方向性 がござ

います。また、 NTT ドコモも dTV を含め長年配信の世界でエンターテインメント映像を手がけエ

ンタメビジネスを様々経験してきた中で、 当社のコンテンツ制作能力を買って いただいて おりま

す。 お互いの強みを組み合わせることによって、両社のシナジーが 大きくなるのではと考え 、 話し

合いを重ねていく上で 両社の目標がはっきり定まったと考えております。  

両社が組むこと で様々なスケールで新しい挑戦ができることは間違いないと考えておりますし、先

ほど説明の中でございました、 MUFG スタジアム含めた NTT ドコモのベニューも活用した新たな

エンターテインメント や新しいイベント の価値を創造できるチャンスが広がったと 考えておりま

す。 一方で、 それなりの仕込みを含めまして 形になるのは時間もかかりますので、これから続々と

取り組みが出てくること を期待していただきたいと考えております。以上でございます。  

 

司会 [M] ： そのほかご質問はございますでしょうか。 それではオンラインでの質問を承ります 。  

 

質問者 C [Q] ： 2 巡目失礼いたします。 1 点フォローアップさせてください。  

今期、また来期ご予定されているコンテンツとマーケティングへの先行投資の内容について 教えて

ください 。具体的にコンテンツとマーケティング に感じている課題感、 どのような方向性で強化を

図っていくの か教えてください。 例えばコンテンツではどの領域、ジャンルでコンテンツ強化を図

るのでしょうか。マーケティングはどのような評価を株式市場で期待しておけばよろしいでしょう

か。もう少しフォローアップ、ご回答いただきますと幸いです。  

山本 [M ]： コンテンツ投下の強化ポイントにつきましては口垣内からお答えいたします。  

口垣内 [A ]： まず、先ほどもご説明させていただいたとおり、音楽というジャンルは一つの強みに

なると 考えており 、加えて スポーツ 、 オリジナル も含めた 3 軸はしっかり展開をさせてい く 準備を

進めています。  

現在で言うと、 当社が持っている 独占コンテンツ で、オールライツで持っているもの は全て

Lemino にどんどん投下してシナジーを生み出すところから始めたいと思っております。 われわれ

が今までやってきたスポーツ や音楽のコンテンツ が観られることを 、 Lemino のご加入者さまも 全
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員が気づいてらっしゃるわけではないので、 コンテンツの 用意にあわせて、 しっかりマーケティン

グを行ないどうやって展開するかということを 現在、 練っているという状況でございます。私から

は以上でございます。  

山本 [M ]： マーケティングについての強化ポイントは鈴木社長から 回答申し上げます。  

鈴木[A ]： マーケティングに関しましては、まずは Lemino でＷＯＷＯＷのコンテンツが 観られる

ということを広く認知させることからスタートしたいと思っております。今期すぐできることとし

て、デジタルマーケティングは当然のことと して 始めておりますが、 現在は、 NTT ドコモ の店舗

展開等を含めて、リアルな接点でなるべく多くのお客 さま に知っていただく活動をこの下期強化し

てまいりたいと考えてお ります。対面での接触を しっかり強化 し、デジタルマーケティング 等をし

っかりやっていくと、この 2 軸を当面考えております。  

質問者 C [Q] ： 口垣内さんにフォローアップで確認をさせてください。  

コンテンツへの投下ですが、 先ほどのご説明ですと、何か新しいジャンル に取り組むより 、有料放

送向けの放映権料に加えて Lemino に展開していくのでその配信権料を追加で御社が負担する た

め、 費用投下が増えるという 認識で合ってますでしょうか。新たなジャンルに取り組んだり、 スポ

ーツや音楽ジャンル の新しいコンテンツ を増やしていくというより、放映権料プラス配信権料のよ

うな費用が増え るため先行投資を行なう理解をしておけばよろしいでしょうか。  

口垣内 [A ]： 現在持っているものを展開していくということに加えて、 Lemino という配信サービ

スにおいて必要なコンテンツというのは何か検証しながら、もちろん新しいジャンル、 新しいコン

テンツ を含めて検討を進めていきたいと思っております。以上でございます。  

質問者 C [Q] ： 分かりました。ありがとうございます。  

 

司会 [M] ： ご質問ありがとうございました。以上をもちまして質疑応答を終了させていただきます  

それでは最後に、山本社長より一言いただきます。  
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山本： たくさんのご質問、ありがとうございます。  

今回 NTT ドコモと組 み Lemino 事業を承継し、これを成長戦略の大きな柱として 取り組んでいく

というこ とは、ＷＯＷＯＷの中ではまさに第 2 の創業と考えております。 Lemino 事業を成長させ

ることで将来のＷＯＷＯＷの成長を図っていくということに力点を置いて取り組んでまいりたいと

考えております。  

何度も繰り返しになってしまいますが、ＷＯＷＯＷの持つコンテンツ制作力、プロデュース力と、

NTT ドコモの持つ強力な顧客基盤、多様なアセット、これを掛け合わせるシナジーで、この大変

競争の厳しい OTT 市場の中で競争力のあるポジションを築いてまいりたいと考えております。  

引き続き今後の取り組みにも注目をいただければと思っております。本日は決算説明会にご参加い

ただきましてありがとうございました。  

 

司会 [M] ： ＷＯＷＯＷ 2026 年度第 2 四半期決算説明会を終了させていただきます。 本日はご参

加いただき、ありがとうございました。  

 

以上 


